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基本理念 

社員で考え社員のための

労働運動を目指す、企業内

労働組合 

心とこころをつなぐ相互扶

助活動と、次代につなぐ社会

正義の実現を目指す 

    第 １１ 号 

ジェイアール・イーストユニオン

第３回定期大会
四
協
定
締
結
ま
で
の
組
合
員
の
協

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
大

会
が
「
目
指
す
信
念
を
貫
き
通
す
た

め
の
一
歩
」
と
な
る
よ
う
代
議
員
の

討
議
を
要
請
し
た
。 

大
会
議
長
に
は
新
潟
地
本
の
渡

辺
勝
代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
議
長

は
就
任
に
際
し
、
組
織
問
題
に
つ
い

て
は
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
業
務
問
題

や
技
術
継
承
も
対
象
に
論
議
し
て

ほ
し
い
と
求
め
た
。
大
会
は
次
第
に

則
り
進
め
ら
れ
た
。 

 

中
央
執
行
部
を
代
表
し
挨
拶
に

立
っ
た
菅
野
委
員
長
は
、「
安
全
問

題
」「
春
季
生
活
闘
争
」「
民
主
化
闘

争
」
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の
基
本

的
な
考
え
を
提
起
し
た
。（
概
略
は

別
掲
） 

 

り
、
そ
の
結
果
が
大
き
な
死
亡
事
故

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

安
全
な
環
境
の
下
に
安
全
な
仕
事

が
で
き
る
よ
う
、
危
険
の
芽
が
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
潰
す
よ
う
に
、
安
全
の

確
立
に
努
め
て
ほ
し
い
。 

東
海
道
新
幹
線
で
焼
身
自
殺
に

よ
る
火
災
が
発
生
し
た
事
件
で
は
、

中
国
み
た
い
に
１
時
間
に
４
本
５

本
の
列
車
で
あ
れ
ば
持
ち
物
検
査

も
で
き
る
が
、 

ＪＵＳＴＩＣＥ

長
が
出
席
し
て
、
概
略
次
の
よ
う
な

挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。 

        

「
い
ま
連
合
で
推
し
進
め
て
い

る
労
働
者
派
遣
法
改
悪
阻
止
、
こ
れ

 
河村事務局長 

議長の渡辺代議員
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TEL(NTT) 03
 Ｊ Ｒ 連 合 

ジェイアール・イーストユニオン 

第３回定期大会 

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
飯
野
副

委
員
長
は
、
本
部
の
機
関
整
備
や
二

と
思
う
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。 

安
全
確
立
の
問
題
。
振
り
返
る
と

30
年
前
の
１
９
８
５
年
に
日
航
ジ

ャ
ン
ボ
機
の
墜
落
事
故
。
20
年
前

に
は
災
害
、
阪
神
淡
路
大
震
災
。
そ

し
て
10
年
前
の
福
知
山
線
脱
線
事

故
と
羽
越
本
線
脱
線
事
故
。
な
ぜ
か

西
暦
の
下
一
桁
に
５
が
つ
く
年
は

大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
絶

対
に
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。
安
全
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
も
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
に
お
願
い
し
た
い
。 

一
方
で
労
働
災
害
が
発
生
し
て

い
る
。
小
さ
な
労
災
も
か
な
り
あ

ＪＵＳＴＩＣＥ  

来
賓
に
は
交
運
共
済
東
日
本
事

業
本
部
か
ら
佐
藤
事
業
推
進
次
長

を
お
招
き
し
、
事
業
状
況
を
含
め
た

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
河
村
事
務
局

 
佐藤事業推進次長  

東
日
本
を
築
こ
う
！ 

東
京
の
五
反
田
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
７
月

11
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
略

称
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）
の
第
３
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
連
日
、
雨
模
様
の
東
京
都
下
で
あ
っ
た
が

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
代
議
員
は
熱
の
こ
も
っ
た

発
言
で
こ
の
先
一
年
間
の
活
動
方
針
を
討
議
し
た
。 

 

 
代議員  
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れ
ま
で
も
連
合
の
中
や
、
あ
ら
ゆ
る

場
で
議
論
し
な
が
ら
私
た
ち
も
進

め
て
き
た
。
絶
対
許
し
て
は
な
ら
な

い
改
悪
法
案
で
あ
る
。
政
府
は
来
年

の
４
月
、
労
働
基
準
法
の
改
正
案
を

提
出
に
併
せ
て
改
定
し
た
い
と
い

う
話
で
あ
る
。
今
後
、
連
合
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
動
員
な
ど
も
あ
る

と
思
う
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

組
織
拡
大
を
も
っ
て
民
主
化
闘
争

完
遂
の
道
筋
を
明
確
に
し
、 

安
全
で
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
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中央執行委員長あいさつ（概略） 

第１８９回通常国会は安全保障関連法案や労働者派遣法改 

正法案などが審議されている。連合は「労働者保護ルール改 

悪阻止」に向けた総行動を展開し、健全な社会勢力としての 

労働組合が一致団結し不備な改正阻止に取り組むことが望ま 

れている。こうした労働組合の重要な役割を認識しながら、 

我々の目指す労働組合像に向けてＪＲ東日本の中で健全な労 

働運動を創造するための原点と基本的な考え方について提起する。 

安全問題について。福知山線脱線事故、羽越本線脱線事故から 10 年が経過し、失っ

た信頼を取り戻すべく安全最優先の取り組みを愚直に進めてきた。しかし、川崎駅回

送列車脱線事故、山手線電柱倒壊事故など、重大インシデントが多発している。会社

の責任において背後要因を含め原因究明をするのは当たり前だが、労働組合の立場か

らも事故の撲滅に向けた労使間協議が重要であると考える。相手を思いやることがで

きる職場環境の醸成と現場力を育むことで安全風土を築き、現場での事故の芽を摘む

安全意識の向上を図ること。我々は、ＪＲ連合の「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事

故・重大労災ゼロ」の運動を土台に、労働組合の強みと職場からの声をきめ細かく反

映した安全の取り組みを推進する。 

２０１５春季生活闘争と夏季手当について。今次春闘は、雇用情勢の持ち直しなど

による回復基調、政府からの賃上げ要請などもあり２年連続での賃上げ獲得となった。

しかし、日本を代表する企業名とは裏腹に妥結が４月に入り込んだ交渉は、ＪＲ東日

本内の労働組合として課題が残る取り組みとなった。夏季手当交渉では会社主導的な

妥結日を引き出した結果で交渉を終えた。労働組合において、賃金に関わる部分は最

たる取り組みであり、その交渉においては労使間の信頼関係が構築されていなければ

ならない。我々は将来を見据えた中で、ＪＲＥユニオンとＪＲ東日本の労使関係を創

造し構築していく。 

民主化闘争と将来を委ねる労働組合像について。組織結成から１年が経過し機関整

備も終わった。労働組合として本格的に始動し、我々の運動・活動の取り組みが試さ

れ判断される。我々がＪＲＥユニオンを「この期に及んで」と思われても結成するに

至った経緯は、民主的労働組合の歴史の後押しであり、ＪＲ連合結成の原点を失わな

いため。民主化闘争宣言の「すべてのＪＲ関係に過激派革マル派はいらない」との観

点に立ち、この問題を解決して将来のＪＲ労働組合への組織継承をすることが、国鉄

経験者に残された我々の最終課題。そのためにＪＲ連合と一体となった運動の構築で、

ＪＲＥユニオン運動をＪＲ東日本の中で展開し、良識ある社員・将来を担う社員へ、

良識な労働組合を継承するための行動・活動を実践していかなければならない。最後

の力を一緒に一体となって行動展開していただくように要請する。 

東海道新幹線車内で発生した焼身自殺事件は、今後の旅客輸送の在り方を考えさせ

られる社会現象となり、新たな安全問題への提起と考えられる。防止対策をはじめ大

変難しい課題だと思うが、安心してご利用いただけるＪＲとして、対策を早急に立て

なければならない。 

また、会社内で起きている労政的課題、業務的課題は予想を超えた大きな課題とな

っている。前述した重大事故の続発、そして精神面から心の病にかかる社員の増加な

ど、現場の問題解決がなされていない状態がこの様な状況を作り出しているのではな

いかと危倶する。ＪＲ東日本の将来を担う現場の社員が蝕まれていく現状を、一刻も

早く救わなければならないと考える。 

我々は労働組合としての課題克服と併せ、職場で悩み落ち込んでいる社員の救済に

関わることが重要。ＪＲを継承すべき若手社員の人材育成、現場での総合的な人間力

が必要とされるＪＲ東日本の中で、我々が持っている組合力には魅力があるはず。結

集する組合員一人ひとりが、自信と確信をもって邁進していこう。 

今秋の統一地方選挙では、組織内候補者現職の小野一雄氏の亘理町議選挙がある。

小野一雄氏の当選へ向けた運動の取り組みをお願いする。併せて、来年の参議院選挙

ではＪＲ連合が推薦する候補者の支援、我々ＪＲＥユニオンへの理解と支援を得られ

る議員を見極め応援していく。 

連
合
の
共
闘
会
議
で
シ
ッ
カ
リ
議

論
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
つ
い
て
今
後
と
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。 

政
策
課
題
や
春
闘
。
同
じ
業
種

で
も
賃
金
格
差
が
か
な
り
あ
る

し
、
Ｊ
Ｒ
の
中
で
も
格
差
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
統
一
要
求
に
つ
い
て

は
、
今
後
Ｊ
Ｒ
連
合
も
勉
強
を
し

２
人
の
パ
ー
サ
ー
は
、
命
を
顧
み

ず
に
一
号
車
に
向
か
っ
て
旅
客
の

誘
導
避
難
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
緊
張
感
を
持
っ
て
や
っ
て
い

き
た
い
。 

組
織
関
係
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
中

も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。
私
は

元
々
旧
動
労
出
身
、
い
ろ
い
ろ
歴

史
が
あ
っ
て
皆
さ
ん
も
諸
先
輩
方

も
分
割
民
営
化
を
乗
り
切
っ
て
こ

こ
ま
で
来
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
の

お
願
い
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
組

織
拡
大
が
必
要
と
思
う
。
い
ま
Ｊ

Ｒ
連
合
と
し
て
87
の
労
働
組
合
の

集
ま
り
に
な
っ
た
の
で
、
当
面
そ

う
い
う
部
分
で
の
組
織
拡
大
も
必

要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
組
織
内
に

お
け
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

な
が
ら
２
０
１
６
春
闘
を
進
め
て

い
き
た
い
。
秋
に
は
方
向
性
な
り

進
め
方
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
た
中
で

明
言
し
て
い
き
た
い
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
４
カ

月
、
東
南
海
地
震
も
い
つ
か
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
災
害
に
つ
い

て
も
日
々
勉
強
し
訓
練
し
な
が
ら

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」 

 

そ
の
あ
と
中
央
執
行
部
に
よ
り

ま
と
め
ら
れ
た
活
動
報
告
並
び
に

活
動
方
針
、
会
計
報
告
及
び
予
算

案
が
執
行
部
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ

質
疑
応
答
へ
と
移
っ
た
。 

（
以
下
、
次
号
へ
） 

 

（
一
面
か
ら
続
く
） 

検
査
も
で
き
る
が
、
こ
ち
ら
は
十

何
本
の
列
車
が
走
っ
て
い
る
。
改

札
で
の
お
客
様
の
滞
留
、
列
車
の

遅
れ
や
運
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

が
出
て
、
無
理
が
あ
る
。
先
日
の

社
長
会
見
で
Ｊ
Ｒ
東
海
の
柘
植
社

長
は
「
社
員
を
誇
り
に
思
う
」
と

言
っ
て
い
る
。
４
人
の
乗
務
員
と


